
１
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
森
」
を

ご
存
じ
で
す
か
？ 

昭
和
46

年
に
北
見
地
域
に

お
け
る
森
林
施
業
の
総
合
的

な
技
術
の
開
発
と
普
及
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
地
域
に
親

し
み
の
あ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
を

冠
し
て
設
定
さ
れ
た
の
が

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
森
」
で
す
。 

区
域
は
、
北
見
市
（
網
走

中
部
森
林
管
理
署
）
と
網
走

市
（
網
走
南
部
森
林
管
理
署
）

に
ま
た
が
る
国
有
林
３
，
６

４
８
ha

で
そ
の
中
心
を
北
見

市
端
野
町
と
網
走
市
卯
原
内

を
結
ぶ
併
用
林
道
が
貫
い
て

お
り
、
北
見
市
中
心
部
か
ら

車
で
約
30

分
と
ア
ク
セ
ス
も

良
い
森
林
で
す
。 

今
回
は
、
そ
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。 

      

     

【
し
ら
か
ば
十
字
園
】 

大
正
６
年
に
発
生
し
た
山

火
事
後
に
自
然
の
力
で
復
旧

し
た
森
林
で
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

の
森
の
中
心
部
に
位
置
し
ま

す
。 シ

ラ
カ
バ
を
主
と
し
て
チ

ョ
ウ
セ
ン
ヤ
マ
ナ
ラ
シ
、
ハ

リ
ギ
リ
、
ホ
オ
ノ
キ
な
ど
の

広
葉
樹
に
加
え
、
ト
ド
マ
ツ

の
小
中
径
木
も
見
受
け
ら
れ
、

森
林
の
遷
移
（
移
り
変
わ
り
）

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

【
展
望
台
】 

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
森
の
中
心

「
し
ら
か
ば
十
字
園
」
か
ら

1.3

㎞
、
北
見
市
と
網
走
市
の

境
界
線
上
に
あ
り
ま
す
。 

 

眼
下
に
は
、
能
取
湖
、
網

走
湖
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、
天

気
が
良
い
と
き
に
は
羅
臼
岳
、

硫
黄
山
な
ど
の
知
床
連
山
を

望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

【
古
の
森
】 

 

「
し
ら
か
ば
十
字
園
」
と

接
す
る
場
所
に
あ
り
、
総
延

長
約
１
㎞
の
歩
道
が
整
備
さ

れ
て
お
り
、
歩
道
沿
い
に
は
、

木
の
名
前
や
特
徴
、
森
林
の

生
態
の
解
説
板
も
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
倒
木
更
新
、
ク

マ
ゲ
ラ
の
食
痕
や
樹
齢
約
４

０
０
年
の
ハ
ル
ニ
レ
な
ど
を

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

【
自
然
再
生
モ
デ
ル
林
】 

「
人
工
林
を
自
然
に
近
い

森
（
針
広
混
交
林
）
に
誘
導

す
る
」
こ
と
を
目
的
に
オ
ホ

ー
ツ
ク
の
森
の
一
部
、
約

100

ha

を
設
定
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
こ
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
植

樹
や
保
育
活
動
が
行
わ
れ
て

お
り
、
企
業
や
団
体
の
林
業

体
験
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 

当
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
「
オ

ホ
ー
ツ
ク
の
森
」
を
中
心
に

地
元
関
係
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
と
の
協
働
で
取
り

組
む
自
然
再
生
事
業
、
夏
休

み
中
の
小
学
生
を
対
象
と
し

た
「
こ
ど
も
探
検
隊
」
や
一

般
市
民
を
対
象
と
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
育
樹
な
ど
、
森
林

内
で
の
体
験
活
動
を
通
じ
た

森
林
環
境
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
パ
ネ
ル
展
示
や
木

工
ク
ラ
フ
ト
作
成
な
ど
を
通

じ
て
、
森
林
・
樹
木
と
接
す

る
き
っ
か
け
作
り
、
森
林
の

大
切
さ
や
国
有
林
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

常呂川森林ふれあい推進センター 

「こども探検隊」での沢渡り「ボランティア育樹」での枝落し「企業の林業体験」での植樹 


